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花鑑』とは、その作劇方法について全く別物であると把握されてきていたが、実際には『夏祭浪花鑑』からの
具体的な描写の移入が行われていたことを初めて本論において論者が明らかにしたことは特筆されてよい。 
 本論文には、論の構成において更なる工夫を必要とする面を残すが、近世中期の上方演劇において、浄瑠璃
と歌舞伎という二大演劇の大成に大きく貢献した宗輔と正三が、実際に師弟関係を結び同じ作品の執筆にも携
わったという事実は、着目すべき重要な事象であり、本論を通して、両者の結び付きが作品としての交流に深
く関わっていたことを明らかにし、男伊達芸を基盤とする『團七』狂言から実悪像を確立した正三へと継承さ
れた「團七物」の狭間に『夏祭浪花鑑』という宗輔の浄瑠璃が介在していたことを具体的に論じたことは、上
方における演劇交流のパターンを見出すことにも繋がる貴重な指摘である。近世中期の上方演劇の大成が、宗
輔と正三という二人の作者の相乗効果によって確立したことを立証した論であって、きわめて大きな成果をあ
げた論と言える。 
 今後は、宗輔と正三の作品をさらに読み込むと共に、他の作者の作品や能・狂言など多角的に江戸時代中期
の演劇について研究を積み重ね、上方の浄瑠璃と歌舞伎の交流の全体を見定めていくことが課題となる。本論
文は、そのための大きな布石をなすものである。 
 以上の所見により、本論は、大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値するものと認められる。 
 
